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研究成果の概要（和文）：本研究では，ヘテロ4量体を形成する短鎖ペプチドを利用することによって，微生物発現系
により，がん細胞を標的とする二重特異性抗体の調製を試みた結果，2種の標的分子に対して同時に結合する組換え抗
体を作製することができた．また，標的がん細胞に対する傷害性を評価したところ，市販の抗体医薬品と同等のがん細
胞傷害性を有することがわかった．以上の結果から，本研究で構築した手法は，高機能抗体を安価に作製するために役
立つと期待できる．

研究成果の概要（英文）：In this study, we used a bacterial expression system to produce a bispecific 
antibody that was heterotetramerized through hetero-associating peptides and that targeted cancer cells. 
As the results, we succeeded in preparing the recombinant antibody which bound to two target molecules 
simultaneously. Furthermore, the bispecific antibody showed cytotoxic activity against target tumor 
cells, and its cytotoxicity was comparable to that of a commercial therapeutic antibody. These results 
show that our method has high potential for the cost-efficient production of highly functional 
antibodies.

研究分野：タンパク質工学

キーワード： 抗体　酵素　受容体　タンパク質工学　分子認識
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１．研究開始当初の背景 
 
 近年，抗体医薬は，がんやリウマチなど治
療困難な疾患に対する治療薬として注目さ
れている．医薬としての価値が高まるにつれ
て，現在，主に用いられている完全長(IgG)
型抗体のコスト高が課題となってきており，
低コスト化に対する社会的要請は高い．一方，
微生物を用いて効率良く生産可能な低分子
化抗体では，製造コストの低減が期待できる
ものの，低分子化に伴う機能性の低下が指摘
されている．このような背景の下，従来の IgG
型抗体と比べて機能的に同等，さらには上回
る組換え抗体を低コストで生産する技術の
開発が求められている． 
 
２．研究の目的 
 
 本研究では，優れた生産性と機能性を兼ね
備えた組換え抗体を創製することを目標と
して，新規な分子連結技術の開発を目指した
(図 1)． 
 

図 1 高機能抗体創製を指向する分子連結法
の模式図 
 
３．研究の方法 
 
(1)ペプチド会合体の安定化 
 本研究では，ヒト由来のヘテロ 4量体形成
ペプチドを利用することによって，特異的か
つ堅牢なタンパク質連結技術の開発を試み
た．以前の研究において，ペプチド会合体は，
低濃度条件下で解離することが明らかとな
った．そこで，会合体の安定化を図るために，
立体構造情報に基づいて，システイン残基を
変異導入した．変異型ペプチドを用いて，抗
体酵素複合体を調製し，その機能を評価した． 
 
(2)二重特異性抗体の作製 
 (1)で作製した変異型ペプチドを利用して，
CD16 特異的抗体可変領域と上皮増殖因子受
容体(EGFR)特異的可変領域から成る二重特
異性抗体を大腸菌発現系により調製した．ゲ

ルろ過クロマトグラフィーおよび質量分析
法を用いて，調製した二重特異性抗体の会合
状態を調べた． 
 
(3)二重特異性抗体の機能評価 
 フローサイトメトリーおよび表面プラズ
モン共鳴(SPR)法により抗原結合性を分析し
た．さらに，CD16 陽性エフェクター細胞存在
下で，EGFR 陽性がん細胞に対する傷害性を調
べた． 
 
(4)二重パラトープ抗体の作製と評価 
 EGFRに特異的な2種の抗体可変領域に対し
て，2 種の会合ペプチドを融合し，大腸菌発
現系を用いて二重パラトープ抗体を調製し
た．フローサイトメトリーおよび SPR 法によ
り抗原結合性を分析した． 
 
４．研究成果 
 
(1)ペプチド会合体の安定化 
 電気泳動法により，ジスルフィド結合の形
成を確認できた．ジスルフィド結合の導入に
よって，酵素活性に変化は見られなかったが，
標的細胞への結合力は向上したことから，ペ
プチド会合体の安定化が機能向上に結び付
くことがわかった． 
 
(2)二重特異性抗体の作製 
 ゲルろ過クロマトグラフィーおよび質量
分析法を用いて会合状態を調べた結果，抗体
可変領域間を連結している 2種のヘテロ 4量
体形成ペプチドは，ヘテロおよびホモの組み
合わせでジスルフィド結合を形成していた．
この結果より，作製した二重特異性抗体には，
2種の異なる会合状態が存在すると考えた． 
 
(3)二重特異性抗体の機能評価 
 フローサイトメトリーおよびSPR法による
分析結果から，二重特異性抗体は，2 種の標
的抗原に対して同時に結合できることがわ
かった．また，作製した二重特異性抗体は，
EGFR を標的とする市販の抗体医薬品に匹敵
するがん細胞傷害性を有していた． 
 
(4)二重パラトープ抗体の作製と評価 
 二重パラトープ抗体は，4 量体として存在
し，主にヘテロ鎖間でジスルフィド結合を形
成していることがわかった．SPR 解析の結果，
標的抗原に対する二重パラトープ抗体の結
合速度は，単一パラトープ抗体に比べて若干
遅かったが，解離速度に違いは見られなかっ
た．フローサイトメトリーを用いて抗原陽性
細胞に対する結合を比較したところ，二重パ
ラトープ抗体では，単一パラトープ抗体に比
べて僅かに大きいピークシフトを観測した．
これらの結果から，二重パラトープ抗体は，
細胞表面の標的受容体に対して，効果的に作
用する可能性があると考えた． 
 



以上の研究結果から，本研究で構築したヘ
テロ4量体形成ペプチドを利用したタンパク
質連結法は，高機能抗体創製において汎用的
かつ有用性の高い技術であると考えている． 
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